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高
齢
者
の
免
許
証
自
主
返
納

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

田
た む ら

村　孝
たかし

 議員
（新政クラブ）

事故防止を進める八幡平幹部交番

問　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
へ
の
支
援
を
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
増
え
る
中
、
本

市
で
も
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

市
長　
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
賃
割
引
制
度
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
が
当
事
者
と
な
っ
た
交

通
事
故
発
生
は
、
年
々
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
は
、
交
通
事
故

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
効
果
的
な
制
度
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
一
方
で
、
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
は
、
行
き
た

い
時
に
目
的
の
場
所
へ
行
く
こ

と
が
で
き
る
資
格
を
放
棄
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
、
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
す

る
優
遇
措
置
は
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
る
。
市
で
は
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
安
心

し
て
移
動
で
き
る
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
実
現
に
向
け
、
今
後

と
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

機
能
別
消
防
団
員
の

活
動
範
囲
は

問　
機
能
別
消
防
団
員
60
人
の

活
動
は
ど
こ
ま
で
の
範
囲
か
。

市
長　
機
能
別
消
防
団
員
制
度

は
、
消
防
団
に
よ
る
勧
誘
活
動

や
新
入
市
職
員
の
消
防
団
へ
の

加
入
促
進
も
行
っ
て
い
る
も
の

の
、
消
防
団
員
が
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
日
中
の
災
害
に
対

応
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
き
て
い
る
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
制
度
で
あ
る
。
こ

の
任
務
は
、
所
属
す
る
分
団
内

で
の
火
災
消
火
活
動
や
そ
の
他

の
災
害
支
援
活
動
の
み
で
あ
る
。

問　
ご
み
問
題
で
の
自
治
体
の

最
も
基
本
的
な
責
務
は
、
総
排

出
量
の
大
幅
な
減
量
、
と
り
わ

け
燃
え
る
ご
み
の
減
量
に
あ
る
。

市
環
境
基
本
計
画
で
は
、
27
年

目
標
を
22
年
比
で
約
５
％
減
量

と
定
め
た
が
、
27
年
実
績
は
減

量
ど
こ
ろ
か
増
加
し
た
。
目
標

を
達
成
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
増

え
て
い
る
こ
と
を
、
正
面
に
据

え
た
評
価
が
必
要
で
あ
る
。

市
民
課
長　
総
排
出
量
の
削
減

と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
な
命

題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

問　
生
ご
み
の
減
量
を
考
慮
し

た
場
合
、
ま
ず
量
を
正
確
に
把

握
す
る
の
が
前
提
で
あ
る
。
事

業
系
に
つ
い
て
、
生
ご
み
を
分

別
排
出
す
る
な
ど
の
事
業
者
の

協
力
も
必
要
で
あ
る
。

市
民
課
長　
事
業
者
の
生
ご
み

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
実
態

を
把
握
し
て
い
な
い
。

広
域
化
の
見
直
し
を

問　
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

施
設
建
設
に
対
し
て
補
助
金
が

入
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、

広
域
で
建
設
し
た
場
合
の
市
の

負
担
と
、
市
が
ご
み
の
大
幅
減

量
を
進
め
て
小
規
模
施
設
を
単

独
で
建
設
し
た
場
合
の
費
用
は
、

ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、

５
０
０
㌧
規
模
と
い
う
巨
大
施

設
の
建
設
は
、
ご
み
減
量
と
い

う
大
き
な
流
れ
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
。

市
長　
県
が
策
定
し
た
広
域
ご

み
処
理
計
画
を
見
直
し
て
い
く

こ
と
が
大
前
提
だ
と
考
え
て
い

る
。

ご
み
の
減
量
は
重
要
な
課
題

総
排
出
量
の
削
減
を
図
る

米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員
（日本共産党）

八幡平市清掃センター

問　
公
共
施
設
は
老
朽
化
が
進

み
、
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

合
併
算
定
替
え
に
よ
る
普
通
交

付
税
の
減
少
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
伴
う
市
税
の
減
収
な

ど
、
予
算
の
確
保
が
懸
念
さ
れ

る
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
導
入
し
、
計
画
的
な
再
整
備
、

統
廃
合
を
含
め
た
検
証
が
必
要

と
考
え
る
が
。

市
長　
現
在
策
定
作
業
中
の
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策

定
を
も
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

施
と
な
る
。
再
整
備
や
統
廃
合

に
つ
い
て
は
、
施
設
分
類
個
別

計
画
で
対
応
す
る
。

不
動
産
未
登
記
問
題

問　
道
路
拡
張
や
施
設
用
地
買

収
な
ど
に
お
い
て
、
合
併
前
、

合
併
後
の
未
登
記
が
あ
る
か
伺

う
。

市
長　
28
年
７
月
現
在
で
、
１

１
７
６
件
の
未
登
記
を
把
握
し

て
い
る
。
全
て
合
併
前
の
事
案

で
あ
る
。
現
在
、
年
平
均
約
40

件
で
、
８
０
４
件
の
登
記
処
理

を
完
了
し
た
。
抵
当
権
や
根
抵

当
権
の
設
定
、
境
界
係
争
中
の

理
由
で
解
決
ま
で
に
時
間
を
要

し
て
い
る
。

空
き
家
対
策

問　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

空
き
家
の
件
数
と
、
そ
の
解
消

に
向
け
、
解
体
に
一
部
補
助
を

出
し
、
家
主
の
金
銭
的
軽
減
を

図
る
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　
空
き
家
は
、
平
成
25
年

で
２
７
２
０
戸
、
27
年
の
水
栓

調
査
で
は
６
２
８
戸
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
補
助
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
責
任
で
撤
去
さ
れ
る

の
が
基
本
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
更
新
問
題
対
策

総
合
管
理
計
画
策
定
で
対
応

工
く ど う

藤直
な お み ち

道 議員
（市民クラブ）

老朽化が進む公共施設
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次
期
市
長
選
へ
の
決
意

再
選
を
期
し
て
頑
張
り
た
い

髙
た か は し

橋　守
まもる

 議員
（八起会）

問　
１
年
後
に
市
長
改
選
期
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
市
長
の
決

意
を
伺
う
。

市
長　
第
２
次
八
幡
平
市
総
合

計
画
、
前
期
基
本
計
画
の
策
定

を
し
た
。
こ
の
１0
年
を
経
て
、

新
た
な
八
幡
平
市
の
出
発
に
な

る
の
が
平
成
28
年
度
と
考
え
て

い
る
。
我
々
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
る
。
特
に
八
幡
平
市
に
と
っ

て
、
今
後
大
き
な
取
り
組
み
が

あ
る
。
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
れ

ば
、
つ
い
こ
の
間
、
十
和
田
八

幡
平
国
立
公
園
が
、
環
境
省
か

ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
重
点
的

に
推
進
す
る
地
域
に
指
定
を
さ

れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
新
た
な

観
光
施
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今
議
会

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
い
た

だ
い
た
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
施
策
、
こ
れ
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
大
更
駅
周

辺
の
賑
わ
い
創
出
事
業
、
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
事
業

の
推
進
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
旧

安
代
町
時
代
か
ら
の
懸
案
で
も

あ
る
鴨
志
田
線
の
改
良
整
備
、

こ
れ
も
市
独
自
で
は
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
県
代
行
の

可
能
性
を
こ
れ
か
ら
も
探
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
大
事
な
時
期
で
あ
る
。
こ
う

い
う
も
の
が
今
ま
さ
に
目
前
に

迫
っ
て
き
て
お
り
、
何
と
か
こ

れ
か
ら
も
市
民
、
議
会
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
お
尋

ね
の
次
期
の
市
長
選
挙
に
当

た
っ
て
は
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
再

選
を
期
し
て
頑
張
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

①
子
育
て
世
代
の
増
加
、
②
亡

く
な
る
方
の
減
少
、
③
交
流
人

口
の
増
加
、
と
い
う
観
点
で
市

の
施
策
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

市
長　
①
に
関
し
て
は
、
若
者

の
定
住
促
進
策
と
し
て
、
雇
用

の
場
の
確
保
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
な
ど
に
よ
る

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

②
に
関
し
て
は
、
健
康
福
祉
の

点
で
各
種
ガ
ン
検
診
の
実
施
、

自
殺
予
防
相
談
、
盛
岡
地
区
二

次
救
急
医
療
機
関
へ
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
③
に
関
し
て
は
、

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
が
国

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
外
国
人
観

光
客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
、
受

け
入
れ
態
勢
を
整
備
す
る
。

問　
現
在
の
市
営
住
宅
は
、
低

所
得
者
へ
の
支
援
だ
が
、
空
き

家
対
策
に
も
結
び
付
く
、
子
育

て
世
代
を
対
象
に
し
た
安
価
な

住
宅
支
援
を
検
討
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長　
今
後
、
子
育
て
支

援
と
い
う
点
か
ら
も
検
討
す
る
。

問　
元
気
な
お
年
寄
り
を
増
や

す
施
策
と
し
て
、
健
康
診
断
の

受
診
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
健
康
教

室
へ
の
参
加
な
ど
、
健
康
増
進

に
努
力
し
て
い
る
人
に
ポ
イ
ン

ト
を
与
え
て
、
た
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
で
温
泉
に
入
れ
る
と
い
う

考
え
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　
今
後
、
先
進

地
事
例
を
研
究
す
る
。

問　
人
口
減
少
対
策
は
各
課
が

個
別
に
で
は
な
く
、
横
断
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

市
長　
各
課
が
共
通
の
認
識
を

持
つ
よ
う
な
意
識
づ
く
り
を
進

め
る
。

市
の
人
口
減
少
対
策

各
課
が
共
通
の
認
識
を
持
つ

工
く ど う

藤　剛
つよし

 議員
（市民クラブ）

中学生までの医療費を無料化

問　
毎
年
行
わ
れ
る
国
体
や
、

４
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
選
手
育
成
に
、
ク
ラ

ブ
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
の
支
援
を
積
極
的
に
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
に

行
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長　
体
育
協
会
を
通
じ
て
、

単
位
団
活
動
助
成
と
、
県
大
会

以
上
に
出
場
す
る
場
合
に
は
、

派
遣
費
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
後

の
送
迎
は
、
高
速
バ
ス
や
花
輪

線
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
と
の

こ
と
だ
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
ス

ポ
少
活
動
の
支
援
、
親
の
送
迎

の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、

選
手
を
育
て
る
会
の
よ
う
な
組

織
を
立
ち
上
げ
、
活
動
の
援
助

を
し
て
は
ど
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長　
父
母
の

負
担
も
多
い
よ
う
だ
が
、
支
援

す
る
組
織
を
作
る
こ
と
は
、
現

在
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
。

鳥
獣
被
害
防
止
策
を

積
極
的
に

問　
今
年
は
例
年
に
な
く
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
が
非
常
に
多

く
、
被
害
が
拡
大
す
る
前
に
防

止
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

現
在
の
鳥
獣
被
害
状
況
と
、
そ

れ
に
対
し
て
の
防
止
策
を
伺
う
。

市
長　
農
作
物
被
害
20
件
、
人

身
被
害
２
件
、
被
害
対
策
と
し

て
電
気
柵
設
置
を
上
限
６
万
円

で
２
分
の
１
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
委

員
に
48
人
を
委
嘱
し
て
対
応
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　
被
害
対
策
委
員
の
重
荷
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
支
援

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

農
林
課
長　
委
託
料
と
し
て
、

１
５
０
万
円
支
援
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
支
援

体
育
協
会
を
通
じ
て
助
成

関
せ き

善
ぜ ん じ ろ う

次郎 議員
（自由クラブ）

サマージャンプに出場した少年団まもなく完成から２年の新庁舎


